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３ カラス山椒の木から命

が吹き込まれ物語が始まる  

４ 柿物語 

2 学期 4年生以上が俳句の特別授業に取り組みました。Ｎ

ＨＫ出版の方の紹介で俳人の西嶋あさ子先生の指導を受け

る機会を得ました（NHK ﾃﾚﾋﾞﾃｷｽﾄ俳句 2月号掲載）。西嶋先

生は、中学校での教職の経験があり、講義もわかりやすく、

子どもたちも引きこまれていました。俳句はね、「はっと

して一句ですよ。」の西嶋先生の一言に奥深さと言葉の広

がりを感じました。確かに、言葉をスリム化することによ

り、一言一言を大切にするし、普段だらだら言葉をつない

でいたことに気づかされます。会話もそうです。必要なこ

とだけを伝えればよいのです。もしかして、あまり必要の

ないことを、一言言ってはいませんか。昔から言われるこ

とですが、耳は二つ、口は一つ 

与えられているのは、人の言う 

ことは良く聞き、言うことは少 

なくて良いのですよと言うこと 

ですね。『言う』という権利ば 

かりに目がいきがちですが、『聞く』という義務がおろそ

かになってはいないでしょうか。 
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1. 七沢のカエル物語 

 

なんだか外がにぎやかだなぁ。 

 

あれ元気な子どもたちだ。 

 

ボクもいっしょに運動したいな。 

２.授業の工夫 ～柿を使って～ 

えーと、 

８＋９は・・ 

１つのたなは 

１０こしか並ばないね。 

８のほうに２こうつす

と・・・。 

 

９のほうに 1こうつしてもできるね。 
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３.カラス山椒の木から命を吹き込まれ物語が始まる。 

 

こんな大きな木だったのです。 

何年くらい生きていたのかな。 

 

細工しやすいやわらかい木でした。 

小刀を使って、小鳥を作りました。 

 

色を塗って足をつけて。 

 

二人の会話は・・・・・・・・・・・。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人内田学園 七沢希望の丘初等学校 

□住 所／〒243-0121 神奈川県厚木市七沢 433-1 

□電話番号／046-270-6123   

□FAX 番号／046-270-6122 

□ホームページ http://www.nanasawa-kibou.jp 

□Ｅ－Ｍall  nanasawa@nanasawa-kibou.jp 

交通アクセス〈電車・バスを利用の場合〉 

□小田急線愛甲石田駅下車。神奈川中央交通バス七沢温泉行き

約２０分。日向川バス停下車、徒歩１０分（小田急線本厚木

駅・伊勢原駅からもバスは出ています。） 

自動車を利用の場合 

□国道２４６号線森の里入り口から七沢方面へ約１５分 
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４.柿物語。 

 

たわわになった柿。 

でもちょっと 

渋かった。 

 

皮をむいて干し柿にしました。 

 

皮は、大根を漬ける時に、 

一緒にいれました。 

 

唐辛子 

柿の皮 
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